
◆認知症カフェ
　認知症の人やその家族、また認知症に関心
のある人が「気軽に集える場所」として開催
し、ミニ講座や脳トレ、カフェタイムなどで
参加者同士の交流や情報交換を行います。
　９月は右側の表の
日程で開催していま
す。ぜひ、参加して
ください。

当事者の声
　若年性認知症と診断を受けたＳさんと、介護者である奥さまにお話を伺いました。

市の取り組み

◆Ｓさん（64歳）
　診断を受けたときのことはあまり覚えていません。当時は、仕事でいっぱいになっていました。
この先のことに特に不安はありません。日課としている散歩や、市内外の活動に参加して、人と
話すことが楽しみとなっています。

◆Ｓさんの奥さま（63歳）
　診断を受けたときは、「この先どうなってしまうのか…」「自分のことも忘れてしまうのか…」
という不安はありました。今は、少しずつ周りの皆さんに病気のことを話せるようになってきま
した。もしかすると、私のことを忘れてしまうかもしれませんが、それまでの時間を一緒に楽し
みたいと思います。

＼お二人からのメッセージ／
　「認知症」という病気でひとくくりにしないで、本人
ができることをさせてくれる地域になってほしいです。
認知症と診断されても、本人が「やりたい」と思えばで
きますし、意思はあります。そこを理解して、一緒に楽
しみながらサポートしてくれたらと思います。

▲ステッカーは履きなれた靴や杖に貼ります

▲参加者を男性に限定した介護者のつどい

▲歯科衛生士からの講話 ▲男性も楽しんで参加しています

▲村上駅前歓迎塔
　ライトアップ

▲散歩の途中に、写真撮影を楽しむ

▲当事者・介護者の作品を展示

◆みまもり安心ステッカー
  （認知症高齢者見守り事業）
　認知症により行方不明になった人を早期に発
見・保護できるように、希望者に登録ナンバー入
り反射ステッカーを交付します。
　対象者の情報を警察などの関係機関と共有する
ことで、保護時の身元確認と家族への連絡がすぐ
にできるようになります。

◆介護者のつどい
　介護者同士で悩みや不安を共有したり、情報共
有できる場として開催しています。参加者からは、
「もっと頑張っている人がいるから自分も頑張ろう
と思う」「本人への接し方についてアドバイスをも
らえた」といった声が寄せられます。不定期開催
となりますので、詳しくは地域包括支援センター
へお問い合わせください。

◆村上市オレンジプロジェクト
　毎年９月の「世界アルツハイマー月間」に合わせて、村上市オレンジプロジェクトを実施しています。認
知症支援のイメージカラーであるオレンジ色を使って、市と協力事業所でさまざまな啓発活動を行っていま
す。
　この活動を通して、「認知症になったからといって全てを忘れてしまうわけではない」「認知症の人も希望
を持って暮らしている」というメッセージを発信しています。

かたるんカフェ リハ大オレンジカフェ

かたるんカフェ リハ大オレンジカフェ
とき 25日㈬午後１時30分～

３時30分
17日㈫午後１時30分～
３時

ところ マナボーテ村上 新潟リハビリテーション大学
参加費 100円 無料
申し込み 要 不要
対象 認知症の人やその家族、介護している人、家族

の介護に備えておきたい人
問い合わせ 介護高齢課地域包括支援センター（☎75－8937）

ホームページ電子申請

7　　2024.9.1　　市報むらかみ 市報むらかみ　　2024.9.1　　6


